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����11月10日（土）①午前10時～②午後２時
～（各回30分前より開場）�����上宮川文化
センター３階ホール������中学生以上
500円（当日券のみ）※満席の場合は入場を制限
することがあります。
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昭
和
十
九
年
東
京
生
ま
れ
。一
九
九
二
年「
魚
の
ポ
ー
ズ
」出
版
以
後「
子

盗
り
」を
含
め
て
三
冊
を
刊
行
。

　

二
〇
〇
〇
年「
駒
袋
」で
将
棋
ペ
ン
ク
ラ

ブ
大
賞
著
作
部
門
佳
作
受
賞
、二
〇
〇
五

年「
塔
の
ゆ
く
え
」で
第
三
十
四
回
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

　

詩
誌「
火
曜
日
」同
人
、日
本
現
代
詩
人

会
お
よ
び
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
所
属
。

��������������������� ��������������������� ���������������������� � � ����������������������

�����
　平成24月3月31日・
思潮社から刊行。
109ページ、39の詩で
構成されている。
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富
田
砕
花
賞

は
、
平
成
二
年
に

詩
人
・
富
田
砕
花

生
誕
百
年
を
記

念
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
二
十
三
回

を
迎
え
る
今
年

も
全
国
各
地
か

ら
九
十
三
作
品

の
詩
集
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
受
賞
作
に
神
戸
市
の�

橋
冨
美
子
さ
ん
の
詩
集
『
子
盗
り
』（
思
潮
社
）
と
、
東
京
都
町
田

市
の
嶋
岡
晨
さ
ん
の
詩
集『
終
点
オ
ク
シ
モ
ロ
ン
』（
洪
水
企
画
）が

選
ば
れ
ま
し
た
。
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子
取
り
や
石
蹴
り
、あ
る
い
は
花
い
ち
も
ん
め
と
い
っ
た
民
間

伝
承
ふ
う
な
子
ど
も
の
遊
び
に
材
を
得
た
連
作
で
、生
き
る
こ
と

や
存
在
へ
の
不
安
を
追
求
し
、現
代
社
会
が
抱
え
る
闇
の
深
さ
を
、

自
ず
か
ら
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。
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光
る
闇
、賢
明
な
愚
者
、あ
る
い
は
般
若
心
経
に
い
う
色
即
是
空

と
い
っ
た
言
葉
自
体
に
内
包
さ
れ
る
矛
盾
・
撞
着
語
法（
オ
ク
シ
モ

ロ
ン
）や
対
立
す
る
概
念
を
弁
証
法
的
に
駆
使
し
て
、非
人
間
的
な

現
代
文
明
へ
の
批
判
が
痛
烈
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。終
点
が
始

発
に
な
り
得
る
と
い
っ
た
一
す
じ
の
希
望
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う

で
す
。
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（
五
十
音
順
）
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����　11月10日（土）午前10時30分～
����　市民センター 401室
����　正賞（賞状）・副賞（各25万円）
�������

�����　「文芸雑誌『民衆』と富田砕花について」
�����　富田砕花顕彰会推薦委員・苗村
　　　　　　吉昭氏　
�����　直接会場へ

　富田砕花顕彰会では、次回以降も継続し
て顕彰事業を実施していくため、皆さんの
ご寄付を募っています。１口1,000円（何口
でも可）を、下記口座へお振り込みくださいま
すよう、ご協力をお願いします。
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昭
和
七
年
高
知
県
生
ま
れ
。平
成
十
五
〜
二
十
三
年
町
田
市
民
文
学
館

準
備
委
員
会
。の
ち
、同
文
学
館
顧
問
。

　

昭
和
二
十
九
年
詩
集「
薔
薇（
ば
ら
）色

の
逆
説
」刊
以
来
、今
日
ま
で
二
十
七
冊
の

詩
集
を
刊
行
。昭
和
四
十
年
詩
集「
永
久
運

動
」で
岡
本
弥
太
賞
、平
成
十
一
年
詩
集

「
乾
杯
」で
第
三
十
二
回
小
熊
秀
雄
賞
受
賞
。

� � � �
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�
　平成24年5月15日・
洪水企画から刊行。
167ページ、45の詩で
構成されている。
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　展示内容が変わりました。
「山と旅を愛した詩人・富田砕花」
～登山家藤木九三との交流～を
テーマに展示をしています。ぜひ、
ご覧ください。
���　毎水曜日・日曜日
　　　　（午前10時～午後４時）
���　富田砕花旧居

�������	
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���　11月11日（日）午後１時30
　　　　分～３時30分
���　富田砕花旧居　　　        
���　「属目散趣（富田砕花遺稿
　　　　詩集）」をテーマに講座を
　　　　開催
���　500円
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���　11月17日（土）①午前10時10分～②午後１時～③午後３
時30分～　���　ルナ・ホール　
���　役所広司・樹木希林・宮�あ
おい・三國連太郎ほか／監督：原田
眞人（2012年・上映時間：１時間58分）
���　当日・一般1,000円（＊掲載
記事のある広報紙持参のかたには
200円割引き）・小学生以下500円
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午後４時30分まで）/月曜日
歴史資料展示室・ホール　�
々の神や仏に対する信仰の
円/中学生以下無料※（　）は
手帳・精神障害者保健福祉手
金の半額

�　芦屋の仏教・神道の歴
料

講義室　���　謡・仕舞・
楽師》寺澤幸祐氏・長山耕三
�　11月10日（土）までに電

在する寺院や跡地・神社など
芦屋廃寺跡→八幡神社→阿

（解散）　���　20人<要予
ベント名・住所・氏名・年齢・

����
��
�������

センター 401室　�����
作や、原風景を多くのエピ
作家・文芸レクチャラー土
所 ③氏名 ④電話番号を記
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���　11月23日（金・祝）午前10時
～午後４時〈小雨決行〉　���　総
合公園　���　
防災防犯の 展示・
体験コーナー・フ
リーマーケット・
花苗交換会・音楽
ス テ ー ジ・飲 食
コーナー　ほか　

�������	
��
�������
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���
レストラン「シェ・モリ」　
ントを実践し学びます　�
会長・寒川由美子　���

����
���　クロスステッチの
４人<要予約>　���　刺
����　上記へ

�　ロビーギャラリー　�
���	
①11月23日（金・
30人<要予約>　����　

��	
�
室　���　特別展示「『陰
が作品「陰翳礼讃」で説く美
川女子大学文学部教授・た

��������������	
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①９:00

②12:00

③15:00

④18:00

⑤22:30
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若宮健康ひろば������

「陰翳礼讃」（いんえいらいさん）の世界
　　　　　　　　─よみがえる伝統美
海をめぐる芦屋の古代と平清盛の時代展

� � � � �

スポーツの秋  ウオーキングのススメ��������

市役所北広場花壇の花を

　　　　　　　　植え替えませんか？
� � � �

「芦屋 橋ものがたり」より������
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暴
力
は
、相
手
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
、

社
会
的
に
力（
立
場
）の
強
い
者
か
ら
弱
い

者
へ
と
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
。自
分
に

は
そ
の
つ
も
り
が
な
く
て
も
、相
手
に
脅

威
を
与
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。Ｄ

Ｖ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、児

童
虐
待
な
ど
は
、私
的
な
場
所
で
起
こ
り

や
す
く
、周
囲
の
人
に
と
っ
て
は「
見
え
に

く
い
」と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、暴
力
は
身
体
的
だ
け
で
な
く
、相

手
に
無
力
感
を
与
え
る
な
ど
精
神
的
な
も

の
も
あ
り
、被
害
者
の
生
活
を
崩
壊
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、暴
力
の
根
底
に
は
相
手

へ
の
軽
視
や

相
手
を
従
属

的
に
捉
え
て

い
る
意
識
が

あ
り
ま
す
。
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国
は
、平
成
十
三
年
に
、毎

年
十
一
月
十
二
日
〜
二
十
五

日
の
二
週
間
を「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

と
定
め
、「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」

を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
、女
性

に
対
す
る

暴
力
の
根

絶
を
呼
び

か
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、平
成
十
六
年
に
、児

童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

た
十
一
月
を「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」と
定
め
、「
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
」を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
に
、児
童
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、地
域
な
ど
社

会
全
体
に
お
い
て
、女
性
の
人

権
問
題
や
児
童
虐
待
に
関
す

る
理
解
や
関
心
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
全

国
各
地
で

啓
発
活
動

を
行
っ
て

い
ま
す
。
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���　11月13日・27日（火）午後１時～４時
※１人１時間　���　市役所北館２階第
２会議室　���　いじめ・いやがらせ、名
誉棄損などの相談《秘密厳守・要予約》　��
��　人権擁護委員（法務大臣委嘱）　��
����当日午前中までに電話で下記へ

�本市が加盟している平和市長会議では、現
在、「核兵器禁止条約」の交渉開始等を求める
署名活動を実施しています。本市においても、
７月21日～８月15日「みんなで考えよう平和
と人権」事業の中で署名活動を実施し、市民
の皆さんからいただいた490筆の署名を平和
市長会議事務局に提出しましたので、報告い
たします。
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���　１１月22日（木）
　　　　午後２時～３時
���　ＪＲ芦屋駅周辺

�������	
��
�����

�������	�
���

　夫・パートナーからの暴力やセクシュアル・
ハラスメントなど、女性をめぐるさまざまな
人権問題について、電話相談に応じます。
���　①11月12日～16日・午前８時30分～
午後７時②11月17日（土）・18日（日）午前10時
～午後５時　����　人権擁護委員・法務
局職員　
������　　�������������ナビダイヤル）
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���　11月３日～12月16日・午前10時～午後５時（入館は午
休館（祝日の場合は翌火曜日）　���　第１・第２展示室・歴
��　考古学の発掘成果による芦屋廃寺を中心に、芦屋の人々
歴史を紹介　����　一般300（240）円/大高生200（160）円/
20人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手
帳・療育手帳をお持ちのかたやその介護のかたは、各当日料金
�������	
��
�
���　
���　11月10日（土）午後２時より　���　展示室　��
史について、展示品を交えて解説します　����　要観覧料
�������	
��
����
���　11月18日（日）午後１時30分～３時30分　���　講
小鼓の鑑賞と体験　���　小・中学生30人　���　《能楽
氏（観世流シテ方）・久田陽春子氏（大倉流小鼓方）　�����
話で上記へ　※定員に達し次第締め切り
�������	
��
���
���　12月１日（土）午後２時～４時　���　芦屋に存在
を当館学芸員による解説を交え散策/阪急芦屋川駅（集合）→芦
保天神社→上宮川町石仏→徳本上人石ぶみ→ＪＲ芦屋駅（解
約>　���　当館学芸員　�����　往復はがきに、イベ
連絡先を記入の上、11月17日（土）までに上記へ
　�������	
����
�������������������
�������������������������	


���　11月８日（木）午前10時～11時30分　���　市民セ
「村上春樹とノーベル文学賞作家たち」村上春樹に関する著作
ソードを交えて紹介します　���　先着100人　��� 　作
居豊氏　����　400円　������①セミナー名 ②住所
入し、はがきかファクスで上記へ
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� � � �
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�����　11月14日（水）午前８時30分～午後７時頃
　　　　　　（午前８時：経済課前集合）
�� � �　和歌山城（紅葉渓庭園・天守閣）→大阪屋

ひいなの湯（昼食）→加太淡嶋神社→和歌
浦（観海閣・不老橋・玉津島神社）→雑賀崎
漁港（船からの直接販売）

�� � �　6,500円（観光協会員：
　　　　　　　　　　　 6,000円）
�����　１１月１日（木）から参加
　　　　　　費を添えて下記へ

���������	
��
������������
���　１１月１日～29日・午前９時～午後５時30分（平日）
���　男女共同参画センター ウィザスあしや
��������	
��
�����
���　１１月26日（月）午前10時～正午　���　男女共同
参画センター　���　子育て中の親（祖父母も含む）と子
ども（２歳以上就学前の幼児）　�����　先着８人（１
人300円）　�����　１１月１日（木）から、電話または上
記窓口へ
���������	
��
����������	
��
��������
���　12月４日（火）午前10時～正午　���　男女共
同参画センター　���　子どもから高齢者までネット
社会から身を守るためにスマートフォンやソーシャルメ
ディアとのつきあい方を一緒に考える　����テーマ
に関心があるかた・先着25人　���　関西大学総合情
報学部教授・岡田朋之氏　������　300円　����
�　２歳以上就学前児・先着８人（１人300円・11月27日
（火）までに要予約）　�����　講座名「ネット社会」・
住所・氏名・電話番号・ファクス・一時保育希望の場合は、
子どもの氏名・年齢月齢を記入の上、電話・はがき・ファク
ス・Ｅメールまたは上記窓口へ
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　市内の小・中・高等学校児童生徒から応募のあった597
点の中から、入賞作品の51点を展示します。
����　11月14日～26日・午前９時～午後９時30分
　　　　　　　　（日・祝日は午後５時まで/火曜休館）
����　市民センター空中通路

��������������������	�

　「コウノトリ」をデザインした
記念貨幣が国から発行されます。

���　千円貨幣（直径40mm）・
五百円貨幣（直径26.5mm）　
１１月上旬頃から、３週間、造幣局
で受け付けます
※申し込み多数の場合は抽選
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���　11月17日（土）正午～午後３時　���　フレンチレ
���　コース料理をいただき基本的なことやマナーポイン
��　16人（最低開講人数４人）　���　日本現代作法会会
��3,000円（別途要食事代3,500円）　�����　上記へ
�������	
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���　11月24日（土）午後２時～４時　���　講義室　�
基本・プレゼントに最適な作品作り　���　小学生以上４
繍作家・なかじまみか　����　3,800円（教材費含む）　��
�������	�
��
�������
���　11月13日～12月24日（最終日午後３時まで）　���
��　芦屋市在住の画家井上正三さんの作品を展示�����
祝）②12月９日（日）午後２時～３時・講義室　���　先着30
要入館料　
���������	
��
�������������
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���　11月25日（日）午後２時～３時30分　���　講義室
翳礼讃』の世界～よみがえる伝統美」にちなみ、谷崎潤一郎が
意識について解説　���　40人<要予約> 　���　武庫川
つみ都志　����　要入館料　�����　上記へ
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